
 

＜概要＞
  原子炉の稼動状況を示す設備利用率は、1975年前後には初期トラブルやステンレス鋼配管の応

力腐食割れ、蒸気発生器伝熱管の損傷等によって、設備利用率は40〜50％と低迷した。原因の究
明、その対応策および品質管理の見直し、さらに、機器の点検、検査体制の充実、故障・トラブ
ルなど運転経験情報の活用などによって、設備利用率は1983年度に70％を超え、1995年度以降
2001年度までは80％を超え、順調な運転状況にあった。しかし、2003年度の設備利用率は原子力
発電所の不正問題に起因する点検の必要性等から、2002年度の73.4％からさらに大幅に低下し、
59.7％となった。2004年度以降は、美浜３号機の二次系配管破損事故等に起因する点検等のため
70％程度となっており、安全確保を大前提とした運転中の検査を充実強化するなど実効性の高い
検査に移行し設備利用率の向上が期待されている。なお、2007年度は中越沖地震の影響で60.7％
であった。
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＜本文＞
 １.概要

  原子力発電所の設備利用率は、1970年代は極めて低く、とくに1977年度は史上最低の41.8％に
落ち込んだ。1980年度に60％を超した後、着実に上昇し、1983年度に70％を超えて以来、10年
以上にわたり70％台の高い比率を維持している。1995年度は、80.2％と引き続き順調な稼動実績
を上げ、その後、2001年度まで80％台を維持した。定期検査中の停止期間を考慮すれば、この稼
動実績はほとんどフル稼動に近い水準ということができよう。因みに、日本の場合、定期検査
は、各国に比べて極めて慎重に実施されている。しかし、2003年度は原子力発電所の不正問題に
起因する点検の必要性等から、59.7％まで低下した（表１）。2004年度以降は、美浜3号機の二
次系配管破損事故等に起因する点検等のため70％程度となっており、安全確保を大前提とした運
転中の検査を充実強化するなど実効性の高い検査に移行し設備利用率の向上が期待されている。
欧米諸国や韓国は、近年90％近い設備利用率となっている。なお、2007年度は中越沖地震による
柏崎刈羽原子力発電所の長期間停止により60.7％となった。

 ２.トラブルの概要
  事故・故障・トラブル件数は、1984年度からは20件前後でほぼ横ばいに推移しており、1994年

度から1998年度までは、いずれの年も14件であった（表２）。この間に原子炉基数が増加してい
るので１基当たりのトラブル件数は長期的に減少傾向をたどっている。原子炉１基当たりの故
障・トラブル件数は、1984年度の0.68件から1994年度以降0.30件へと減少、さらに0.20件程度に
まで低下している（図１）。このようなトラブルの減少も設備利用率を引き上げている要因の一
つといえる。

  わが国のトラブルの傾向を分析してみると初期に導入したプラントに初期故障が多く、運転開
始後3年目にトラブル発生件数のピークがあり、その後減少している（図２）。過去に経験した大
きなトラブルとしては、BWRプラントにおける1976年〜1978年頃のステンレス鋼配管等の応力
腐食割れ及び原子炉圧力容器ノズル部の熱疲労割れ並びに1989年の原子炉再循環ポンプの損傷、
2001年の余熱除去系配管破断、PWRプラントにおける1978年〜1979年頃の制御棒案内管支持ピ
ン、たわみピンの応力腐食割れ及び蒸気発生器伝熱管損傷並びに1991年の蒸気発生器伝熱管破
断、1999年の化学体積制御系再生熱交換器連絡配管損傷、2004年の二次系配管破断事故、2007
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年〜2008年頃の蒸気発生器一次冷却材入り口管台溶接部の傷、共通のトラブルとして振動による
小配管ノズル部のひび割れ等があるが、それぞれのトラブルについて再発防止対策等が実施され
ており、今後新規に運転開始するプラントを中心に同様なトラブルの再発の可能性は少ないもの
と考えられる。
 わが国において過去に報告されたトラブル690件のプラント運転への影響別件数は表２に示すと
おりである。
・運転中に自動停止したもの      152件
・手動停止したもの          257件
・出力低下したもの           23件
・機器の損傷が発生されたもの      5件
・定期検査等停止中に発見されたもの  225件
・その他のもの             28件
３.保安検査等の概要
 実用発電用原子炉における保安検査は、ウラン加工施設における臨界事故を教訓として、原子
炉設置者に対し大臣が定期的に行う保安規定の遵守状況に関する検査を受検することを義務付け
るとともに、これを実効性のあるものとするため、常駐の原子カ保安検査官による検査が2000年
7月に制度化された。また、原子力発電所における自主点検検査記録の不正問題の再発防止と国民
の信頼回復を図るため、定期事業者検査とそれを審査する定期安全管理審査が2003年10月に制度
化された。
（前回更新：2005年2月）

＜関連タイトル＞
日本の原子力発電所の設備利用率の推移（2004年度まで） (02-05-02-02)
海外の原子力発電所の設備利用率の推移（2004年まで） (02-06-02-01)
日本の原子力発電所における事故・故障・トラブルの推移（2005年度まで） (02-07-01-01)
海外諸国の高速炉における事故・故障・トラブル（ナトリウム漏えいを除く） (03-01-03-10)
平成7年度わが国の原子力発電所の時間稼働率及び設備利用率 (12-01-01-17)

＜参考文献＞
（1）（独）原子力安全基盤機構（編）：平成19年版原子力施設運転管理年報（2007年9月）
 
（2）（独）原子力安全基盤機構（編）：平成20年版原子力施設運転管理年報（2008年9月）
 
（3）原子力安全・保安院ホームページ：

http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_2533.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_185.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_718.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_1203.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_2529.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_2528.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_02-05-02-02.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_02-06-02-01.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_02-07-01-01.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_03-01-03-10.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_12-01-01-17.html









